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☆定時（社員）総会 （15：00～16：00）
○　議長による開会宣言（会長挨拶）
○　議事録記名人の選出

１　一般社団法人役員選任（選挙）
　　役員選挙のため、時間を変更することがあります。
　　議決のため選任が終了するまで議場を閉鎖します。

２　審議事項
１）平成28年度　事業報告について
２）平成28年度　決算報告について
３）平成28年度　公益目的支出計画実施報告について
４）平成28年度　監事監査報告について
５）その他

３　委員会報告等
１）学術委員会報告
２）学術誌編集広報委員会報告
３）情報委員会報告
４）名簿編集委員会報告

☆平成29年度　田中千賀子学術奨励賞並びに研究助成金授与式

≪休　憩≫

☆学術講演会 （16：15～18：00）

　　Ⅰ　田中賞受賞記念講演 （16：15～16：45）

　 『肺癌放射線治療における放射線肺炎の発症予測に関する研究』
　 　兵庫県立がんセンター　放射線治療科部長　　辻　野　佳世子　先生 （昭和62年卒）
 

　　Ⅱ　特別講演 （16：50～17：50）

　　　　『患者安全と医療の質
　　　　 －院内医療事故調査委員会に関わった経験から－』

　 　奈良県立病院機構 奈良総合医療センター　総長
　 　群馬大学医学部第三者委員会　委員長　　　　　　上　田　裕　一　先生 （昭和51年卒）
 

☆ 情報交換会 （於：神緑会館多目的ホール） （18：10 ～20：00）

平成29年度　一般社団法人　神緑会
定時（社員）総会並びに学術講演会プログラム

平成29年６月17日（土）　於・外来診療棟６階　大講義室
※いつもの会場と異なるので、ご注意ください。



卒 業 式 と 謝 恩 会

学位記授与式 ( 医学部医学科学生のみ）

藤澤病院長を囲む学生

学生だけの記念写真

学生と恩師の記念写真

医学部医学科だけの学位記授与式 （平成29年３月24日）

　ワールド記念ホールが満席の全学の式典後、医学科だけの授与式が行われました。「卒業生総数○○名、
以上後代○○○」の全学の式典と異なり、全卒業生が１名ずつ、的崎医学部長より卒業証書を壇上にあがっ
て受け取りました。他の学部はそれぞれの学部に帰っての授与です。

卒業生の皆さんへ「おめでとうございます」



　平成29年３月24日、私たち神戸大学医学部50期生
は卒業することができました。先生方、職員の方々
におかれましては様々な場面で助けていただきま
した。２回生からの基礎系の授業をはじめ解剖学
実習や生化学実習、法医学実習などの様々な実習
や、特に基礎配属実習などでは大変お世話になりま
した。４回生以降、臨床科目を勉強しはじめてから
は、授業の他にもOSCE、病棟実習では様々な先生
の助けをお借りして充実した実習を送ることがで
きました。他にも６回生では進路を決めるために
チューターの先生方にはたくさん相談に乗ってい
ただきました。その他、大倉山祭などの行事でもた
くさんの方々にご支援していただき、ここには書き

きれないほど感謝の念で一杯です。
　私は今、研修医一年目として右も左も分からない
まま我武者羅に働いています。学生時代とは何も
かも違う事ばかりで戸惑う毎日ですが、１日でも早
く患者様の助けになれるように努力しています。
　これからも様々な困難に立ち向かうこととなる
と思いますが、神戸大学医学部医学科卒業生である
ことに誇りを持ち、精進していきたいと思います。
　神緑会の皆様におかれましては、これからも様々
な場面でお世話になる機会が増えてくると思いま
すが、どうかその時にはご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願いいたします。

平成29年４月

卒業に寄せて
神鋼記念病院　西　野　彰　悟（平成29年卒）

　平成29年３月24日、快晴の空のもと、私たち第50
期生は卒業の日を迎え、それぞれの新しい一歩を踏
み出しました。６年間、熱心にご指導くださった先
生方、お世話になった職員の皆様、そして私を最も
近くで見守り、支え、今でも応援してくれる両親に
心から感謝しております。
　神戸大学で過ごした６年間は多くの思い出に彩
られ、ここに書ききることなど到底できませんが、
私が神戸大学で医学を学ぶことを選んで本当に良
かったと思うことの一つを述べさせていただきた
いと思います。
 「６年次個別計画実習」。神戸大学では医学生とし
ての最後の一年は、大学病院や外病院、そして海外
の病院までも含めて、自分で実習をしたいと思った
病院と診療科を選択し、時期を調整して計画を立て
るという、まさしく”オーダーメイド”の一年間と
なっています。あらかじめ受け入れを申し出てく
ださっている病院はもちろん、その他にも個人的に
興味のある病院がある場合、自らアポイントメント
をとることができれば、そこでの実習を認められま

す。 私 も シ ン ガ ポ ー ル の National University 
Hospital や、いくつかの外病院で多くの貴重な経験
をさせていただきました。
　日本中、そして世界中の様々な病院での実習を終
えたクラスメート達と再会した時の話は、それはそ
れは興味深く、刺激的だったことを覚えています。
ここまで私たち一人一人の意志を尊重し、協力して
くださる大学はなかなか他には聞きません。この
ような恵まれた環境を与えてくださった神戸大学
に心から感謝するとともに、母校としてとても誇り
に思っております。
　まだまだ語りつくすことのできないほど充実し
た大学生活でしたが、一つ確信していることは、こ
の６年間を通して経験したことの全てと、先生方、
友達、先輩、後輩を含め出会えた全ての人々は、こ
の先もずっと私の財産であり、糧であり、支えであ
り続けるだろうということです。
　最後となりましたが、神戸大学と神緑会の益々の
ご発展とご活躍をお祈りしつつ、私の寄稿とさせて
いただきます。

６年間を振り返って
兵庫県立尼崎総合医療センター　岩　井　優　依（平成29年卒）



学生③グループ

学生②グループ

学生①グループ



●平成29年度神戸大学白衣授与式

神緑会前田会長祝辞

主宰：横崎医学科長司会：河野教務学生委員長
真剣な表情で横崎医学科長の挨拶に聞き入る５回生

着衣中 着衣中

着衣後整列

　河野先生の司会で、横崎医学科長が挨拶され、順次学生の持参した白衣を学生及び指導教授の協力で着衣
し、全員に向けて挨拶の後、指導教授と握手しました。次いで藤澤病院長、前田神緑会長、松浦看護部長が
順に祝辞や訓辞を述べました。
　すっかり定着した白衣授与式は、平成29年３月30日に大学を中心としたスタッフの出席の中で整然と行わ
れました。大きく違ったのが、司会者でした。他大学の方式からスタートしましたが、本来の趣旨では、先
輩から後輩へと白衣は送り伝えられるものとして４年前から神緑会が送ることとしました。



　平成24年10月16日付で、医学科長、教学委員長、総合臨床教育センター長名で、神緑会に依頼がありまし

た。その中で、２年前に医学部後援会の援助で第一回を挙行しましたが、事務処理が煩雑であることを理由

に昨年度は学生に白衣を渡すのみとしたと記されています。しかし、本来、白衣式は、講義主体の受け身の

教育から臨床配属実習に臨もうとする医師養成課程の大きな区切りの時期を迎える学生を祝うとともに、彼

らに古来より連綿と伝えられてきた医の精神をあらためて自覚してもらうことにあり、格式を備えたセレモ

ニーとして行うべきであると記されています。翌年より、神緑会と大学が連携して進んできましたが、その

中心であった苅田先生が３月末で退職、開業されました。河野先生に司会が引き継がれましたが、これも必

ず経験する流れでしょう。

　神戸大学医学部附属病院の基本理念に「倫理」の言葉がでてこないと言われているようですが、その指摘

はどんな意味があるのか、学生自身も考えつつ学ぶのでしょう。学生の感想文に書かれているスチューデン

トドクターの概念が全国大学に行き渡り、医師国家試験に準じた位置付け（そ

の認定には費用がかかると聞いたことがありますが）方法は別に学生の勉学

意欲にも役立っているようです。

　誓いの言葉を太田クラス代表の指示で全員で読み上げた後、全員での記念

撮影を行いました。111名の学生数は過不足のない人数ですが、CBT、OSCE

の試験をクリアした喜びと次への緊張がみてとれる楽しい一時でした。先輩

諸兄には大学病院と関連病院での指導よろしくお願いします。

編集委員会

授与式後の記念撮影（大学教育スタッフと、のじぎく会）

宣　誓

我々医学生一同は、誠実さと思いやりの心
を持って患者さんに接し、謙虚に学ぶ姿勢
を忘れず、医療者としての責任を自覚し、
社会に貢献できる医師を目指して臨床実習
に臨むことを誓います。

　　平成29年３月30日　５年生一同　

祝辞：松浦看護部長神緑会前田会長

藤澤病院長



●白衣授与式の感想

神戸大学医学部医学科５回生　太　田　　　毅

　平成29年３月30日、
CBTと OSCE という２
つの大きな試験をなん
とか乗り越えて無事５
回生となった私たちは、
白衣授与式を迎えまし
た。
　友達の顔を見て「久
しぶり」と挨拶を交わ
すほどは長くなかった
春休みを終え、着慣れ

ないスーツを着て皆、シスメックスホールに集まり
ます。
　この式典が終わればいよいよ、「スチューデント
ドクター」としての病院での臨床実習が始まります。
　先生方や来賓の方々からのご挨拶、お言葉があ
り、その後はいよいよ白衣の授与です。
　111名の新５回生全員が、壇上で直接先生方に白
衣を着せて頂きました。
　真新しい白衣は左肩のところに大学名が刺繍で
記されています。
　この白衣は神緑会の先輩方からの寄付によるも
のと伺い、一層身の引き締まる思いになります。
　白衣の授与が終わり、ぼくは学年代表なので前に
出て宣誓の音頭をとりました。
　111人全員で読み上げるので、まるで卒業式のよ
うな気分になりました。
　卒業式がひとつの節目であるのと同じように、今
回の式典もまた、現場の医療の世界へと歩みだす新
たな節目だと感じました。
　これから始まる新たな生活に少し緊張もし、そし
てそれ以上にわくわくもし、そんな気持ちのまま式
典が終わりました。
　この文章を書いている今、臨床実習が始まって２
週間が過ぎようとしています。
　朝の集合時間の早さに驚き、そして手術の時間の
長さにも驚き、医者という職業の過酷さ、責任の重
さを初めて目の当たりにしました。
　病棟では実際に病気で苦しんでいる患者さんと
もたくさん出会い、自分の無力さをひしひしと痛感

し、そして医者になりたいと思って医学部を目指し
た当時の気持ちをさらに強く感じました。
　とにかくいまはまだ毎日ついていくのに精一杯
ですが、必死に学び、自分なりにできることをどん
どん探して、この日々の貴重な経験を成長の糧にし
たいと思います。
　そして、この白衣を贈って下さった先輩方の期待
に応えられるような立派な医者になります。
　最後になりますが、白衣授与式を開催してくだ
さった神緑会の方々や先生方、そして全ての関係者
の皆様、本当にありがとうございました。

●白衣授与式の感想

神戸大学医学部医学科５回生　江　口　茉奈美

　CBT、OSCE を無事合格しほっとした私は正直
参加するまで白衣授与式にそこまで意義を感じて
いませんでした。しかし実際会場に行ってみると
厳かな雰囲気であり、先生方のお話しを聞き
Student Doctor として負うべき責任感というもの
を知り、そして壇上に上がり先生に立派な白衣を着
せて頂くと白衣自体の重さ以上に身の引き締まる
思いがしました。
　白衣は羽織るだけであれば簡単ですが、周りの
人々からはそれだけで医療従事者だという認識で
見られます。４回生までの学生への目とは違った
目で見られます。BSL ではこれまで机の上で勉強
してきたことを実際の現場で体験できるのが楽し
みだという気持ちも大きいですが、患者さんに勉強
のために色々見せて頂くのだからその将来への期
待に応えられるよう、より勉学に励まねばという気
持ちも高まります。医療人としてのふるまい方も

５年　太田　毅

着衣中



学んでいければと思います。
　最後になりましたが、神緑会の先生方、この白衣
授与式に援助くださりありがとうございました。

●白衣式を終えて

神戸大学医学部医学科５回生　安　部　恵里佳

　今までにも実習などで白衣を着ることは沢山あ
りました。しかし、白衣式からは着るときの心の持
ちようが変わったように思えます。全員が大学の
先生方など医師として大先輩にあたる方々から着
させてもらう様子を見て、また自分も白衣を着させ
てもらい身の引き締まる思いでした。
　今までは学生の六年間は長くまだまだ学生だと
思っていましたが、白衣を着たことでもうあと少し
で医師として働くのだと実感し、不安も期待もある
将来のことについて考えさせられました。まだ私

はどのような医師になりたいのか決め切れていま
せんが今まで病院行っても患者側だったので、病院
側からの視点も踏まえてじっくり考えて生きたい
と思います。
　また、キャンパス内を歩いていても学生でのんき
にしていましたが、白衣を着ていると学外の方には
病院の関係者と見られるのだと実感したので病院
にいるからにはきちんとした態度でいなければと
思います。まだまだ白衣の似合うような人にはな
れていない未熟さを感じますが色々な知識や経験
を積んでいきたいです。
　これから白衣式で頂いた白衣を着てこれからの
実習で少しでも多くのことを学び、将来に生かせる
よう努めたいと思います。最後になりましたが、白
衣を下さった神緑会の皆様、ならびに式を行ってく
ださった全ての方に厚く御礼申し上げると共に、ご
迷惑をおかけすると思いますがこれからのご指導
ご鞭撻よろしくお願いいたします。



　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございま
す。
　そろそろ、授業も始まり神戸大学での新しい生活
に慣れ始めた頃でしょうか？
４月１日から私自身、医学科に配属になり淡路新歓
合宿に初めて参加させていただき、一番感じたのは
新歓委員や先輩学生の皆さんの企画力、団結力で
す。
　新入生のみなさんにとっては、先輩学生達の企
画、部活紹介で学生生活の雰囲気を肌で感じ、先輩
学生や新入生のみなさんとの交流により、大学生と
しての今後の学生生活を思い描くことができたの
ではないでしょうか。
　この新歓合宿では、新入生のみなさんにとって初
めての大学での講義「初年次セミナー」が行われま
した。大学での初めての講義はいかがでしたか？
　２日目には、楠キャンパスにおいて救急講習が行
われましたが、先輩方の指導を受け、医学科に入っ

たことをより実感されたのではないでしょうか。
救急講習における新入生のみなさんの真剣な姿に、
医学を志す学部に入学された学生だなと私自身実
感しました。

　医学科は、他学部とは違い、同じ目標を目指し努
力を積み重ねていく学部だと思います。
　それゆえに、同じ学年の仲間、先輩後輩と非常に
強いつながりができ、友人、先輩後輩との交流、情
報交換することにより大変充実した学生生活が送
れると思います。

　事務スタッフ一同、先生方とともにみなさんの学
生生活が有意義でかけがえのものになるようサ
ポートし、学生のみなさんと一緒に、神戸大学医学
科に入学して良かった、と思っていただけるよう努
力していきたいと思いますので、これからどうぞよ
ろしくお願いします。

平成29年度神戸大学医学部医学科
新入生歓迎合宿報告

医学科教務学生係長　山　田　昌　宏

総合臨床教育センター　河　野　誠　司（昭和61年卒）

　神緑会の皆様におかれましては、平素より大変ご
支援いただき誠に有難うございます。今年も４月
１日、２日にわたり淡路島の景勝地、慶野松原荘に
て神戸大学医学部医学科の新入生を集めて新歓合
宿が行われました。本年は、横崎医学科長、西尾疫
学分野教授（教務副委員長）、河野（教務学生委員長）
と山田新教務学生係長、下田教務学生係員の４名が
出席致しました。
　今年は、バス出発前に、第二講堂でまず、横崎医
学科長からのご挨拶がございました。横崎教授は、
昨年と同じく、まず緒方洪庵の「扶氏医戒之略」を
紹介されました。特に、第一条の「医の世に生活す
るは人の為のみ、おのれがためにあらずということ

を其業の本旨とす。安逸を思はず、名利を顧みず、
唯おのれをすてて人を救はんことを希ふべし。人
の生命を保全し、人の疾病を復治し、人の患苦を寛
解するの外他事あるものにあらず。」を強調されて
おられました。引き続き、横崎先生が昨年より始
まった初年次セミナーの第１章「大学はどんなとこ
ろか」を講義されました。初年次セミナーは、神戸
大学が大学生としての心構えをまとめた共通教材
を基本に、各部局が独自の内容を織り込んで、大学
生活へのオリエンテーションとして昨年から行う
ようになったものです。次に、前田神緑会理事長か
ら明治期の神戸病院創立以来の神戸大学医学部の
歴史について30分間のレクチャーをしていただき



指導を受ける一年生 グループ討議

ました。近年、前田先生や昨年まで解剖学教室を主
宰された寺島先生のご尽力で神戸大学医学部の初
期の興味深い歴史が明らかにされてきました。今
回の前田先生のお話も、それを踏まえてたくさんの
スライドを用意されていたので、若い新入生たちに
とっては新奇な話の連続だったと思われます。
　前田先生のお話の後、昼食を済ませ、いよいよ出
発となりました。新入生諸君は、教職員やたくさん
の新４回生とともにバス４台に分乗し、一路淡路
島・慶野松原荘へと向かいました。空模様は出発時
の曇りから、着く頃にはすっかり好天になってお
り、新入生の門出にふさわしいお天気となりまし

た。１時間半ほどで順調に慶野松原荘に到着しま
したが、到着後はスケジュールが目白押しでした。
休憩もそこそこに、まず、私から「就学上の注意」、
初年次セミナー２「大学のカリキュラムについて知
ろう」、「神戸大学医学部医学科の教育について」、
の３つのテーマで休憩を挟みながら１時間半のセ
ミナーを行いました。そのあとは、事務方よりもろ
もろの事務連絡をはさんで、午後４時頃から新４年
生を中心として準備された部活動の紹介となりま
した。自前の車で先輩たちも続々それぞれの部の
紹介のために到着し、各クラブが趣向を凝らして
PRをおこなったようです。こうして、いつものよ

内容の説明に聞き入る一年生心肺蘇生中の一年生

西尾教務学生副委員長河野教務学生委員長横崎医学科長



新入生抱負

神戸大学医学部医学科１回生　森　川　咲　希

　大学に入って３週間が経ちました。今カレン
ダーを見て、もう３週間⁉と驚くばかりです。合格
発表から今までは私が地方出身ということもあり
バタバタと過ぎて行きました。思えば１年前には
私はまだ進路を決めていませんでした。ぼんやり
と医者になりたいと思っていて具体的な医師像も
描けないままでした。入って３週間、医学序説とか
現代医療の授業などを受け、先輩が解剖などの勉強
している姿を見、話を聞くにつれ自分が医師に近づ
いていることを実感します。まだまだ知らないこ
とばかりだと実感します。今、少しずつ大学の教室
を把握し、大学の授業に慣れてきました。ただ、そ
の慣れを怠けにしてしまわないよう、受験勉強を全
力でしていたほんの12ヶ月前の自分に恥じないよ
う、これからの６年間を過ごしていきたいです。

学生生活への期待

神戸大学医学部医学科１回生　田　中　　　黎

　入学して、３週間。頼りになる先輩方、気の合う
仲間に恵まれ、勉学や部活動、ボランティア活動と
忙しくはありますが、有意義な毎日を過ごしており
ます。 
　振り返ると、入学試験日の朝。先輩方から温かい
励ましの言葉を頂戴したことで、緊張がほぐれ、自
然体で試験に臨めました。そして、入学式当日の
夜。新入生のみの食事会を企画。約９割の同期生
が参加してくれました。食事会が、仲良くなるきっ
かけのひとつであったのならば、喜ばしい限りで
す。
　１回生で学ぶ『医学序説』『細胞生物学』は、医
師となる第一歩の科目です。各分野で活躍なさっ
ている、様々な先生方の講義を受けられる贅沢な環
境に感謝しております。
　これからの６年間、神戸大学医学部医学科の学生
として、誇りと自覚を持ち、人間的にも成長してい
けるよう、ゆっくりでも丁寧に歩んでいきたいで
す。いたらぬところも多々ありますが、先生方、先
輩方、よろしくお願いいたします。

うに賑やかな夜が更けていきました。
　一夜明けて、海岸から遠くにかすんだ小豆島の見
える気持ちのよい朝となりました。天気に誘われ、
朝早くの朝食前から何人かで海岸線を散策する学
生たちがあちこちに見えました。２日目の行事は、
朝食の後少し休憩を挟んで、西尾先生から、初年次
セミナー第３章「大学のリソースを最大限に活用し
よう」、第４章「大学生活で求められるルールやマ
ナーを知ろう」の講義が行われました。西尾先生
は、ご自分が新歓合宿に参加された際に来ておられ
た当時の脳神経外科松本教授とのエピソードを交
え、学生への質問をはさみながら、コミュニケー
ションの大切さについてお話されました。最後は、
４年生新歓委員によるレクリエーションのビンゴ
大会でリラックスし、昼食を食べて一行は慶野松原
荘を後にしました。

　大倉山に戻った新入生は、医学部体育館に場所を
移して恒例となったBasic Life Support 講習に取り
組みました。本年も救急部の西山隆教授のご指導
のもと、待ち構えていた約30人の新５年生有志に手
ほどきをうけながら、新入生たちは心肺蘇生術の基
本を学びました。この講習は、新入生が Basic Life 
Support を学ぶ機会であるとともに、新５年生が自
分たちの主導で段取りよくBasic Life Support を新
入生たちに教える格好の屋根瓦教育の場にもなっ
ています。
　こうして神戸大学医学部医学科の新入生歓迎合
宿は、今年度も無事終了致しました。彼らの６年間
の学業が無事成って、立派な医師の仲間入りをして
くれることを切に願います。神緑会の先生方にお
かれましては、若い彼らに期待をこめて見守って下
さりますよう何卒お願い申し上げます。



　神戸大学医学部附属の新たな病院として、４月２
日に神戸大学医学部附属国際がん医療・研究セン
タ ー（International Clinical Cancer Research 
Center、略称 ICCRC）の開院式を開催しました。
　開院式では、的崎医学部長、藤澤病院長からの式
辞の後、武田学長より挨拶をいただきました。その
後、井戸兵庫県知事から、神戸医療産業都市の中核
となるよう期待していますとの祝辞と、「花咲くと
同時に開院がん拠点　国際水準　治療研究」との
祝句をいただきました。玉田神戸市副市長からも、
神戸医療産業都市の中核を担うことを期待する祝
辞をいただきました。続いて、文部科学省の佐々木
医学教育課企画官より、がん医療を牽引する卓説し
た成果を期待します、との祝辞をいただきました。
さらに、家次シスメックス株式会社代表取締役よ
り、神戸メディカルクラスターへの神戸大学の参加
により、産官学連携の推進、グローバルな成果発信
を期待します、との祝辞がありました。
　これら祝辞をいただいた後に、私から ICCRC の
概要を説明させていただき、続いてテープカットが
行われました。開院式に引き続いて内覧会が行わ
れました。
　当日は天候にも恵まれ、約150名の参加をいただ
き、無事開院式を終了することができました。関係
各位にあらためて感謝を申し上げます。
　本センターはポートアイランド地区にあり（図参
照）、神戸大学大学院医学研究科・医学部の新たな

診療・研究・教育の拠点です。がんに対する先進的
外科医療の推進、次世代医療、新規医療機器の研
究・開発を目指してまいります。今後とも本セン
ターを宜しくお願いいたします。

神戸大学医学部附属国際がん医療・研究センター
開 院 式

神戸大学医学部附属国際がん医療・研究センター　センター長　味　木　徹　夫（昭和63年卒）

※建物の外観、正面玄関は表紙右上に掲載

テープカットの準備状況



　神戸低侵襲がん医療センター（以下 KMCC：

Kobe Minimally invasive Cancer Center）は、「小

さく見つけてやさしく治す」を基本理念とし、神戸

大学医学部附属病院（以下大学病院）との連携のも

と、神戸市が推進するメディカルクラスターの民間

医療機関第一号として平成25年４月にポートアイ

ランドで開院致しました（図１）。本年４月で５年

目を迎えることが出来ましたが、これも一重に神緑

会会員の先生方のご支援の賜物と考えております。

　当院の常勤診療科は、放射線科（診断 ･IVR）、

放射線治療科、腫瘍内科、消化器内科、緩和ケア内

科、リハビリテーション科、歯科口腔外科の７科で

す。臓器別診療の流れの中で、敢えて臓器にこだわ

らない診療体制を構築することが出来たのは、大学

病院と中央市民病院の支援のお陰です。

　KMCCの役割は、多くのがん患者さんが望んで

いる「切らずに治して欲しい」という、低侵襲がん

医療の流れを作ることです。特に放射線治療につ

いては、サイバーナイフ、トモセラピー、トゥルー

ビームという３種類の最新の治療装置（図２）を備

えています。この３台を使い分けることで、全身ど

の部位のがんに対しても、高精度放射線治療を行う

ことが出来ます。

　サイバーナイフは、いわゆるピンポイント照射、

定位放射線治療の専用装置です。脳腫瘍だけでな

く、肺がんや肝臓がんのように呼吸で動く病変で

も、腫瘍の動きを追いかけて正確に照射することが

可能です（動体追尾機能）。

　トモセラピーは、CTと治療装置がひとつになっ

て360度方向から照射する、強度変調放射線治療

IMRT の専用装置です。頭頸部がんや前立腺がん

に最も有用で、がんの近くに放射線に弱い臓器があ

理事長・病院長　藤　井　正　彦（昭和57年卒）　　

 ■ ■ ■ ■病 院 紹 介

神戸低侵襲がん医療センター

図１　神戸低侵襲がん医療センターの外観



る場合でも、がんに集中して正確に照射することが

可能です。

　トゥルービームは、広範囲の病巣を短時間で照射

出来るだけでなく、呼吸に同期して照射すること

や、回転しながら照射することも出来る、汎用型で

かつ高機能の治療装置です。リンパ節転移を伴う

肺がんや食道がん、膵臓がんにも正確に照射するこ

とが可能です。

　新規の放射線治療患者数（表１）は、平成25年度

は693名でしたが、26年度921名、27年度943名、28

年度では1,057名の新規患者さんを治療しました。

この４年間で治療を受けていただいた3,614名の患

者さんの治療方法別の内訳では、定位放射線治療が

1,165名、強度変調放射線治療 IMRTが1,381名、通

常照射が1,068名となり、定位放射線治療と IMRT

を合わせた高精度放射線治療の割合は70.4％にな

り、全国で最も高い割合になっています。

　平成28年度の部位別の放射線治療患者数（図３）

は、多い順に脳152名、前立腺137名、乳房123名、

肝臓117名、肺108名、脊椎83名、腹部67名、頭頸部

64名、骨44名、食道38名、骨盤部30名、その他94名

でした。

　薬物療法は、平成28年度に腫瘍内科を受診された

314名中の142名が当院で薬物療法を受けられまし

た（残りの多くは、2nd opinion でした）。部位別件

213 306 174 693

286 389 246 921

348 363 232 943

318 323 416 1057

表１　放射線治療の推移（平成25～28年度）

図３　放射線治療部位別件数（平成28年度）
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図４　薬物療法部位別件数（平成28年度）

サイバーナイフ　Cyberknife トモセラピー　Tomotherapy トゥルービーム　TrueBeam

図２　３種類の高精度Ｘ線治療装置



数（図４）では、多い順で上部消化管29名、乳腺25

名、頭頸部21名、呼吸器20名、肝胆膵18名、下部消

化管14名など、全身の様々な部位のがんや悪性リン

パ腫などに対する治療を行っています。

　IVR（カテーテル治療）は、平成28年度の総件数

は903件でした。検査種別件数（図５）では、抗が

ん剤治療や長期間の点滴に必要な中心静脈ポート

などの留置（CV port･PICC）が452件、肝臓がん

や肝転移に対する肝動脈内化学塞栓療法（TACE）

が160件、放射線治療のための肝マーカー留置が99

件、肺マーカー留置が90件、透析シャント PTAが

61件、組織生検が25件、その他13件でした。

　内視鏡検査では、平成28年度の検査数は1585件で

した。検査の内訳（表２）は、食道や胃・十二指腸

などの上部内視鏡検査が1058件、直腸・大腸などの

下部内視鏡検査が508件、胆管や膵臓などの検査

ERCPが19件でした。その中で、大腸のポリープ切

除や癌の粘膜切除術が併せて205件、止血術が90件、

胃瘻の造設や交換が33件、胆管ドレナージ

（ENBD･ERBD）が17件など、治療手技を379件行

いました。

図５　IVR検査種別件数（平成28年度）

1058 76

508 279
ERCP 19 24

1585 379

表２　内視鏡検査の内訳（平成28年度）

　さらに、がん患者の生活の質QOLを高めるため

必要と判断した患者さんに対しては、がんリハビ

リ、緩和ケア、口腔ケアなどを受けて頂きました。

　また、「小さく見つける」がんの早期発見にも力

を入れており、CTやMRI、PET-CTなどの画像診

断装置と内視鏡検査装置を揃え、人間ドックやがん

検診も実施しています。

　当院は「切らずに治す」ことが特徴ですが、手術

が第一選択となっている消化器系のがんや乳がん

などにも対応するため、大学病院から肝胆膵外科、

食道胃腸外科、頭頸部外科、脳神経外科の外来を開

設していただき、中央市民病院の乳腺外科には土曜

日に外来を開設していただきました。この他、大学

病院の精神神経科に非常勤で緩和ケアチームに加

わっていただくなど、常勤診療科と合わせて、全身

どの臓器のがんでも、安心して受診していただける

体制を整えています。

　さらに新しい治療として、手術を拒否された乳が

ん患者さんに対して、放射線治療の増感剤である

KORTUC（過酸化水素含有ヒアルロン酸）を併用

した放射線治療を、平成27年度から臨床研究として

実施しています。

　放射線治療は集約化が進んでおり、28年３月に神

戸赤十字病院が放射線治療を終了し、29年３月には

JCHO神戸中央病院も放射線治療を終了しました。

さらに、先端医療センター病院が中央市民病院に統

合される際に治療装置１台が終了する予定で、当院

の果たすべき役割は今後さらに大きくなって行き

ます。

　神戸低侵襲がん医療センターは、最新の治療装置

を用い、「和顔愛語」の精神で人が人を治していく

病院です。小規模の病院ですが、これからもがん患

者さんお一人お一人としっかり向き合って、患者さ

んに納得していただけるがん医療を提供して参り

ます。



　大学院内科系講座先端緩和医療学分野はがんプ
ロフェッショナル基盤整備養成プランの一環とし
て、がんをはじめとする生命の危機に直面する疾患
を持つ患者と家族の苦痛の緩和と療養生活の質
（Quality of Life）の向上をはかる緩和ケアの診療・
教育・研究体制を確立するために2012年10月に設置
され、2013年６月には医学部附属病院に緩和支持治
療科を開設いたしました。

　緩和ケアはWHOによって以下のように定義さ
れています。「緩和ケアとは、生命を脅かす疾患に
よる問題に直面している患者とその家族に対して、
痛みやその他の身体的問題、 心理社会的問題、スピ
リチュアルな問題を早期に発見し、的確なアセスメ
ントと対処（治療・処置）を行うことによって、 苦
しみを予防し、和らげることで、クオリティ・オブ・
ライフ（QOL）を改善するアプローチである。」そ
れに続いて緩和ケアに関する解説が９項目記載さ
れていますのでご紹介します。緩和ケアは、１）痛
みやその他の苦痛な症状を和らげる、２）生命を尊
重し、死を自然の過程と認める、３）死を早めた
り、引き延ばしたりしない、４）心理的ケア、スピ
リチュアル・ケアを統合する、５）死を迎えるまで
患者が人生を積極的に生きてゆけるように支える、
６）家族が患者の病気や死別後の生活に適応で
きるように支える、７）患者と家族のニーズを
満たすためにチームアプローチを行う（死別後
のカウンセリングを含む）、８）QOLを高めて、
病気の過程に良い影響を与える、９）病気の早
い時期から適用することが可能であり、延命を
目的とした治療、例えば化学療法や放射線治療、
合併症の診断とマネジメントに必要な検査と並
行して行われる。
　緩和ケアの専門性をひとことで表すと、
「Quality of Death（死の質）」を追求すること
にあります。医学は病気を治すことや延命を主
眼に発展してきたと思いますが、その中で死は
避けるべきものとして扱われることが多く、そ
の過程（dying process）の質に医学の観点から

目が向けられることはあまりありませんでした。
私たちは、死を人間が一度は体験する、避けること
のできないプロセスと捉え、その質を医学的な側面
から向上させることを常に考えています。言いか
えれば、「生命の危機に直面する疾患を持つ患者と
家族」を対象とし、「多面的かつ包括的なアセスメ
ントに基づいて患者と家族のQOLの向上を目指す」
医療を実践しています。もっと平たく言えば、
「Suffering（つらさ）のマネジメント」と「エンド・
オブ・ライフケア（終末期ケア）」が専門であると
いってよいかもしれません。

　わが国の緩和ケアはがん医療の分野を中心に発
展してきており、その始まりは神戸市垂水区で開業
されていた河野博臣先生が設立された死の臨床研
究会にその源をたどることができます。その後、
1980年代に浜松市にある聖隷三方原病院や大阪市
の淀川キリスト教病院に設置されたホスピスの活
動を端緒として、この30余年で急速に普及してきま
した。
　神戸大学医学部附属病院では、全国に先駆けて
2006年より緩和ケアチームの活動が開始されてい
ました。緩和ケアチームは、主治医や担当看護師と
協働して、主として入院中のがん患者・ご家族の痛

神戸大学大学院　医学研究科内科系講座先端緩和医療学分野　特命教授　木　澤　義　之（特別会員）

先端緩和医療学分野の紹介

後列左から
大前隆仁、坂下明大、木澤義之、飯田真之、Pinyo Shiveraachai（招
へい外国人研究者）
前列左から
志田有里、加藤めぐみ、島田麻美、西島　薫、岸野　恵



みを始めとするつらい症状や気持ちのつらさを、多
職種チームの力で和らげ、地域の診療所や訪問看護
ステーション、緩和ケア病棟と連携し、終末期に至
るまで途切れることのないケアを目指すものです。
　現在でも緩和ケアチームのアクティビティーは
全国の大学病院のうちトップ５に入るものであり
ますが、緩和支持治療科では、この緩和ケアチーム
によるコンサルテーション診療を更に充実させ、時
期や場所を問わず、実施する体制を整備するよう努
力しています。がんと診断された時から、切れ目の
ない緩和ケアが実践されるように、入院患者さんへ
のコンサルテーションにとどまらず、今後外来通院
中の患者さん・ご家族が専門的緩和ケアを受けられ
るような外来コンサルテーションの体制整備や、腫
瘍医の診療サポート、治療や療養に関する意思決定
支援、がん診療拠点病院の機能として求められる地
域コンサルテーション（地域の病院や診療所での困
難事例への対処）や地域連携を通じて、附属病院と
兵庫県のがん医療に貢献していきたいと考えてお
ります。また、生命の危機に直面する患者さんはが
ん患者さんだけではございません。慢性心不全を
はじめとした心疾患、COPD をはじめとする呼吸
器疾患、神経筋疾患などの治癒が難しい慢性疾患に
罹患した患者・家族に対する緩和ケアにも積極的に
取り組んでおります。
　世界的に緩和ケアは内科もしくは総合診療・家庭
医療科のサブスペシャリティとして発展していま
すが、わが国の大学・大学病院において内科をバッ
クグラウンドとして運営されており、大学院教育を
実施している教室は、わたしの知る限り、神戸大
学、筑波大学、東北大学のみであります。国際的に
通用し、患者・家族を多面的にとらえ、エビデンス
に基づいた診療ができる医師を養成するために、当
科では内科もしくは総合診療の基本的なトレーニ
ングを３年以上した上で、専門的な緩和ケアを２年
間以上、かつ１）緩和ケア病棟、２）緩和ケアチー
ム、３）在宅緩和ケアの３つ全てのセッティングで
それぞれ６ヶ月以上研修することを義務付けてい
ます。現在医局員が合計10名在籍しており、うち後
期研修医が３名、大学院生が４名おります。超高齢
化、多死社会で活躍できる、臨床能力の高い緩和医
療専門医が育成できるように更に精進してまいり
ます。
　研究面では、患者・家族のQOLの向上と緩和医

療学の発展のために、１）痛みをはじめとする各種
症状の緩和方法の確立に関する研究、２）痛みをは
じめとする各種症状の評価方法の確立に関する研
究、３）アドバンス・ケア・プランニングに関する
研究、を実施しています。各種症状の緩和について
は、日本、韓国、台湾の３カ国において、多施設共
同前向き観察研究を実施しており、複数の研究の立
案と実施に関わっています。現在は、死亡直前に起
こる死前喘鳴に対する抗コリン薬の効果に関する
研究を主導しています。症状評価の研究について
は、2015年度に神戸大学医学部附属病院に入院中の
がん患者全員に面接調査を実施し、がん患者の痛み
の頻度、強さ、性状、原因などの疫学調査と、その
適切な評価方法を探索するための研究を実施し、そ
の結果を国際誌に発表しています。また、アドバン
ス・ケア・プランニングに関しては、2016年度より
厚生労働省委託事業人生の最終段階における医療
体制整備事業を受託するとともに、科学研究費補助
金も獲得し、人生の最終段階における意思決定、治
療の中止と差し控え、アドバンス・ケア・プランニ
ングの実践プログラムの作成と普及、プログラムを
使った介入研究の実施などを包括的に行っており、
わが国における終末期の意思決定ならびにアドバ
ンス・ケア・プランニングの臨床・研究の中心施設
としての働きを担っています。
　このように、神戸大学医学部附属病院緩和支持治
療科はようやくよちよち歩きをはじめたばかりの
小さな医局でございます。臨床・研究・教育のすべ
ての領域で日本を代表する緩和医療の臨床研究と
臨床教育の場となるよう、地道な努力をし、社会に
貢献することを通して御恩をお返しできるよう精
進していくつもりでございますので、ぜひ会員の先
生方のご指導とお力添えをいただきたく、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

■連絡先

神戸大学大学院 医学研究科 内科系講座先端緩
和医療学分野
神戸大学医学部附属病院　緩和支持治療科
神戸市中央区楠町7-5-2
電話：078-382-6531　FAX：078-382-6534
メールアドレス：kanwa@med.kobe-u.ac.jp
（秘書：若宮、中安、石原）

木澤教授の着任が２月のため、表彰リストから漏れ
ていました。 （編集委員会註）



医学教育・大学病院の目から見た今後の医療・地域包括ケアの展望
文部科学省　高等教育局　医学教育課　企画官

佐々木　昌　弘

　平成28年８月に開催された厚生労働省関係者の
講演会で発表されました。

１　社会保障と税の一体改革まで
　我が国は約150年前の明
治政府成立以降、それま
での漢方を中心とした医
療から欧州の医学・医療
を取り入れていくことに
なった。そして昭和20年
の終戦を契機に、米国の
公衆衛生思想も取り入れ
ながら、昭和23年の医療
法制定時は、医療機関の

量的な整備・確保が喫緊の課題である中で、医療の
質の確保のために施設基準等を定めることが主な
法律の役割であった。
　その後、国民皆保険や無医大県解消（一県一医大）
構想を経て、国民も医療機関にかかりやすくなった
と同時に、医療機関も安定的な経営が可能となり、
昭和55年頃には全国的には医師養成や医療提供体
制は量的に充実の目途が立ったとされた。
　そこで、昭和57年には医学部の定員抑制が閣議決
定され、昭和60年には医療法改正により病床規制が
導入されるにいたったところであるが、後者につい
ては説明を要する。
　病床規制や昨今の地域医療構想を、病床削減によ
る医療費抑制政策と考える人が少なからずいるが、
政策目的の第一は、偏在解消である。つまり、病床
規制は都市部に集中しがちで結果的に地方では充
足されない傾向にあった病床を、都市部の新規参入
を制限することにより地方への参入を誘導するこ
とが目的であり、地域医療構想は患者の病態を考え
た際の医療機能のバランスの目安を示すことが目
的である。
　このように、直近30年の医療政策の中心は、偏在
解消、別の言い方をすれば医療資源の適正配分であ
り、単なる地理的・量的な偏在だけではなく、質的
な偏在も視野に入れた政策であり、例えば上記の医
療機能でいえば、特定機能病院や地域医療支援病

院、療養病床といった制度の導入に既に取り組んで
きたところであり、広義には長期に療養が必要な患
者の体制整備となる介護保険の導入も含まれる。

２　医療・介護一括法（医療介護総合確保推進法）
　医療・介護一括法は平成26年に成立したが、その
２年前の民主党（当時）・自民党・公明党の３党合
意以来、政権交代を経ての政官あげての取り組んで
いる社会保障と税の一体改革の中心となる法律で
あった。
　社会保障と税の一体改革とは、消費税を段階的に
引き上げ、それによる税増収をすべて医療、介護、
年金、子育ての社会保障分野に充当するというもの
である。
　この一括法は、医療法や介護保険だけではなく、
主な法律だけで19法から構成される大規模な法改
正であるが、主な点を簡潔に言えば、
（１）医療計画の実効性を高める。
　医療法改正のメインとなる事項である。なお医
療計画（都道府県策定）は、現行の５年計画が、本
法改正により６年計画となり、介護保険事業計画
（市町村策定）や同支援計画（都道府県策定）の計
画期間である３年に合わせて、中間見直しをするこ
ととなった。もちろんこれは、医療と介護が同時に
見直し・改定されることにより、総合的な確保を図
ることが狙いである。
（２）医療現場が変わる。
　看護師や臨床検査技師、診療放射線技師の業務見
直しにより、チーム医療の実現を目指して身分法関
係の法改正を行うとともに、医師や看護師の確保の
仕組み、勤務環境改善に向けた取り組みが位置付け
られることとなった。更に、医療事故調査制度の導
入や、医療法人に関する選択肢の拡大などにより、
質の高い医療、効率的な医療を後押しすることと
なった。
（３）介護保険を持続可能なものにする。
　介護保険制度もまた、有限である資源の適正配置
が求められているところであり、また財政的にも安
定的なものとすることが求められていることから、
予防給付の見直しと地域支援事業の充実、特別養護



老人ホームの重点化、低所得者の一号保険料の軽減
強化、一定以上所得者の利用者負担の見直し、補足
給付の見直し（資産等の勘案）といった法改正が行
われた。

３　地域包括ケア
　一括法は、「効率的かつ質の高い医療提供体制を
構築するとともに、地域包括ケアシステムを構築す
ること」を目的としている。地域包括ケアシステ
ムとは、地域の実情に応じて（つまり全国画一では
なく）、日常生活における医療や様々なケアを、住
み慣れた中学校区ほどの区域で一通り整備するこ
とである。ここでは、かかりつけ医やケアマネー
ジャーといったキーパーソンの風通しが良い体制
構築が求められる。
　しかしながら、日常生活では、持病が悪化した
り、別の病気で救急や夜間の受診が必要になったり
することがあるため、安心してもらうためには、救
急輪番や二次医療、三次医療といった形で、医療提
供体制が二重・三重に地域包括ケアシステムを支え
ていく必要となる。
　この際、入院医療を考えてみると、入院医療とし
ては落ち着いてきた患者に安心して退院してもら

い、別の入院医療を必要とする患者を受け入れるた
めには、地域包括ケアシステムが整っていて、地域
の医師に診てもらえる体制ができていることは、患
者や家族のためにも不可欠となる。

４　医療法改正の主な内容
　前述のとおり、医療法改正のメインは医療計画の
実効性を高めるということになり、それを可能とす
る政策ツールとして①病床機能報告制度＝各病院
が行っている医療や体制、担おうとしている機能の
共有が図れる制度、②地域医療構想＝将来の患者数
の詳細な推計により、地域全体の方向性を共有でき
る制度、③調整会議＝地域の方向性を各病院が具体
的に行動するために必要な協議を行うことができ
る制度、④医療介護総合確保基金＝総論賛成である
にも関わらず、個別医療機関が意思決定できない場
合に誘導を図れる制度、⑤知事の権限＝地域全体が
意思決定できない場合、行政機関による誘導が可能
となる制度が制定された。
　これら５つの制度が、他人事ではなく自らの運
営・経営ツールとして使いこなしていただくよう、
切に願うし、先生方には県庁や保健所もまたツール
として使いこなしていただきたい。



　この資料は県立兵庫医学専門学校の初期の学内の状況、空襲、敗戦、医学専門学校の大学への昇格な
どについて、詳細な日記をもとに小冊子にまとめた「わが母校誕生のこと一本学の神話時代一」（中村和
成教授）（元本学解剖学第一助教授、前島根医科大学教授）からの抜粋です。
　その時代のことが手をとるように書かれています。
　神戸大学医学部50年史に一部記載されていましたが、70数年前の状況をご理解ください。後半部分は
次号に掲載します。

学生募集
　私が兵庫県立医学専門
学校というものを知ったの
は昭和19年１月のある日の
朝日新聞紙上でありまし
た。当時は戦争も次第に
敗戦の色が濃くなり、中学
を卒業して上級学校に入
れずに所謂浪人とやらで
ボヤボヤしていると直ぐ徴
兵や徴用で引っぱられ、又

よし上級学校へ入った処でそれが文科系なればどし
どし兵隊にとられる物騒な世の中でしたので、よほ
ど根性のあるもの以外はこぞって理科系の大学又は
高等専門学校を受験したものでした。
　この様な当時のことですから一人で４校も５校も
受験する者がザラにあったことは申すまでもありま
せん。私も中学の同級のものと神戸に医専が出来た
そうだから、まあ規則書でももらって来ようかとい
うことになったのです。さて調べてみると未だ学校
の校舎というものが何処にもありません。よくよく
新聞の説明を読むとどうも県庁で事務を扱っている
らしいと言うので学校の帰りに県庁へ行ってみまし
た。先ず驚いたことに受附の人が警察部へ行けとい
うのです。あとでよくわかったのですが、当時は現
在のように衛生部が独立しておらず、警察部の１課
として衛生課というものがあった訳なのです。何は
ともあれ、衛生課へ行った処、確かに机１つだけあ
る兵庫県立医学専門学校仮事務所というものがあ
り、兎も角、規則書をもらってその日は帰りました。
さてまあ近所だし、若し高等学校（旧制）に落ちた

ときに兵隊や徴用に行くよりましだろう位の気持で
受験しょうかということにしたのですが、受験手続
をした友達が受験場所は私の在学している中学（神
戸一中）だというのです。どうも何だかテレくさい
というのでボヤボヤしていましたら、受験者が思い
のほか増えてとうとう神戸一中だけでは足らずに神
戸二中も使うことになったという話です。医者には
なりたくないが死ぬよりはましだろう位に考えてた
だ何となく昭和19年２月18日その仮事務所におもむ
いて受験手続。受験料は10円、受験番号は1914、試
験場所は県立第二神戸中学校。もらった受験者心得
に空襲警報発令時（訓練の場合を除く）の心得とし
て、試験開始時間前又は試験中空襲警報ありたると
きは当日の試験を中止し翌日より試験を開始す云々、
とありました。受験地は神戸市と東京都と福岡市で
受験者数は5,324人、募集人員は160名（実際に入学
したのは145人）で、37人に一人の割だった訳です。

入学試験
　第１次試験は昭和19年３月10日午前９時半より２
日間にわたって行われました。試験課目は10日が数
学と国史、翌11日が理科物象と国語となっていまし
た。入試に外国語がなかったのは当時としては別に
珍しいことではなく、むしろ普通だったのです。英
語は敵国語であるというとんでもない戦争指導者の
考えからで、今にして思えば学問の世界によくまあ
そんなロヂックが通用したもんだと慨嘆に耐えませ
ん。入試問題の出題者は姫路高校（旧制）の教授連、
印刷は神戸刑務所で行われたとの噂でした。私の受
験場はさきに述べましたように神戸二中校舎、数学
は５問中確実に出来たと思ったのは２問しかありま

故 中　村　和　成（医大１期　昭和26年卒）

わが母校誕生のころ ―本学の神話時代― ⑴



せんでした。よほどうかる自信がなかったと見えて
３月11日の日記には“滑ること自信あり、遊び半分
で試験を受く”と書いています。実は第２日目は朝
から春には珍しいどしゃ降りでみぞれ迄混じえその
上昨日の出来がよくなかったものですから全く気が
進まず受けるのを止そうと思ったのですが、親父に
叱られて止むなく作ってもらった弁当をぶら下げて
家を出ました。受験場に入って驚いたことは欠席者
が実に多く歯が抜けたようです。自分も恐らくその
一人だったのでしょうから苦笑させられました。
　さきに申しました入学率37人に一人とはこの第２
日の出席者からの比率で第１日目の受験者との比は
50人に一人位だったと思います。第１次試験の合格
発表は受験案内によると“３月20日本人に通知及び
新聞登載”となっていましたが、実際は３月22日県
庁の衛生課で発表がありました。翌23日には兵庫県
内政部衛生課と印刷された横に兵庫県医学専門学校
と学校の名称の誤ったそまつなゴム印のある封筒で
はありましたが学校から直接通知がありました。数
学の出来がまことに悪かったものですから合格通知
を受けとった時には昨日合格したことは知ってはい
るもののやはり何とも嬉しいかぎりでした。
　第２次試験は生徒募集の規則では３月27・８日の
両日となっていましたが、合格通知では４月２・３
の両日に変更になっていました。試験場は元神戸市
立第二高等女学校校舎即ち現在の大学の基礎学舎で
行われました。
　４月２日は身体検査のみでしたが欠席者の多いの
に亦々驚きました。あちこちとかけて受験している
ものが多いため１ヵ所が通る者は他所も大抵通るた
めなのでしょう。第２次試験の通知を受けた者は募
集人員の約２倍、300名程度だったそうですがおか
げで第１次試験をパスした者はよほどの欠点がない
限り入学出来るようになりました。身体検査は現在
の４階生理・薬理実習室で行われ、翌３日の口答試
験は現在の４階第１生理研究室や金子先生の部屋辺
りで行われました。口答試問には松島元教授や赤松
元講師がおられたように記憶しています。４月５日
現在の楠中学の北側の道路に面したレンガ塀に合格
者名の書いた紙が貼り付けられました。私は当日は
その塀の中も兵庫医専の構内であると信じていまし
た。

開校式
　翌４月６日に合格通知が自宅へ郵送されて来まし
た。入学心得には“…二、学生ハ総テ校内寄宿舎ニ
寄宿セシムルニ付キ時局柄入手困難ナル蒲団、洗面
器具、食器類、其ノ他身ノ廻品等を予メ発送シ置ク
ベシ、三、米其ノ他ノ諸物資ノ配給申請ニ必要アル
ニ付転出証明ニ関スル諸手続を完了ノ上入学式前日
午後一時迄ニ携行スベシ、四、本校正規ノ学生服未
ダ準備ニ到ラザルニ付入学式当日ノ服装ハ清潔ナル
出身学校ノ制服又ハ之ニ準ズル服装ニ巻脚絆ヲ着用
スベシ…云々”とあり、学生は総て通学を許さぬた
てまえとなっています。学校から１時間もかからぬ
処に住んでいて食べるものもろくにない時に寮生活
とは殺生なと早速学校当局へ問い合わせました処、
学校の方も学生全員を収容する寄宿舎の設備は目下
なく当分は通学で結構ですとのことでやれやれと思
いました。寄宿舎に本当に入った人は30名余りだっ
たと記憶しています。場所は現在の基礎学舎の４階
東側の辺りでした。当時の木製のベットは今でも基
礎の教室では方々で使われています。
　入学心得に従い、４月15日入学誓書に戸籍謄本及
び入学金金10円也を添えて入学手続を終りました。
同じ日の日記に“パイロット万年筆を阪急にて求む、
税共で６円12銭”と書いています。
　入学手続のとき“４月19日午後１時学校へ入学者
全員集合セラレタシ”との事でしたので当日行って
みますと何とこの間迄神戸一中で国漢の教師をして
いた真川伊佐雄氏が入学についての細々とした注意
をしたのには驚きました。先生何時の間にやら生徒
主事兼教授になっていたのです。この先生がこれか
ら色々と話題を呈供する主であるとは知るよしもあ
りませんでした。
　入学心得にある本校正規の学生服は戦争が次第に
激しくなった為とうとう陽の目を見ずに終りました
が、制帽の方は当日帽子屋が出張して角帽と戦闘帽
を売りつけました。角帽は儀式のとき、戦闘帽は平
素にかぶれとの事です。徴章は“医”の字に“兵”
の字を重ねたものでどう見てもお世辞にも美術的な
ものではありませんでした。
　愈々４月20日午前９時過ぎより開校式兼入学式が
現在の基礎学舎４階の大講堂で行われました。初代
校長は県立神戸病院々長だった小川瑳五郎先生、出
席した生徒数は143名、式次第を書いたメモがあり
ますので転記しますと、



兵庫県立医学専門学校開校式次第
神事次第
一、職員生徒整列　午前９時40分
一、来賓一同着席　午前９時50分（振鈴）
一、斉主斉員着席　午前10時
一、修祓 一同磬折
一、降神之儀　警蹕 一同磬折
一、献饌
一、斉主祝訓奏上 一同磬折
一、清祓
一、玉串奉奠
一、撤饌
一、昇神之儀　警蹕 一同磬折
一、斉主斉員退下
式典次第
一、開式の辞
一、宮城遙拝
一、国家斉唱
一、祈願祈念
一、勅語奉読　知事
一、知事式辞
一、文部大臣告辞
一、来賓祝辞
一、学校長挨拶
一、生徒総代の辞
一、閉式の辞
直　　会
一、祝宴

となっています。生徒総代の辞は赤沢淳平君が述べ
たと記憶しています。
　開校当初の学校の規模の説明にはちょうど手もと
に本学最古の学校概覧がありますのでそれをそのま
ま転記することにいたします。

　兵庫県立医学専門学校概覧
　当校ハ昭和十九年一月十八日設立認可、四月開設
以来二箇月ノ専門教育初程ニ過ギザルモ附属医院タ
ル元県立病院ハ明治二年創始以来数十年ノ歴史ヲ有
シ漸次穏健ナル発達ヲ遂ゲ殊ニ昭和六年現本館ノ新
築成ルニ及ビ内容ノ充実ト研究施設ノ整備トヲ加ヘ
之ニ依リ学位受領者六十名ヲ超エ診療ノ実績ト共ニ
内外ノ信望加ハリ全国屈指ノ病院トナレリ、恰モ時
局ノ要望ト共ニ年来ノ声タル医育機関設置ノ輿論熾
ントナリ県ハ市当局並ニ財界諸賢ノ絶大ナル支援ヲ
得、本年一月臨時県会ノ議ヲ経テ設立決定、直ニ認
可ヲ得、四月ヨリ授業開始ノ運ビトナリ神戸市提供

ノ本校舎ニ依リ目下改造設備ノ充実ヲ急ギツヽ、四
月入学式以来一回ノ欠課ナク、授業ハ勿論訓練鍛練
ニ勤ミ、教授講師ハ当局ノ諒解ヲ得、実際訓練上毫
モ支障ヲ見ザルモ正式発令ニ接セザル者一部アレバ
玆ニ担任課目ト人名ノ列記ニ止メ順序席次不同ナル
モ概要ノ一端ヲ示シテ参考ニ供ス
一、名　称　兵庫県立医学専門学校
一、所在地　神戸市湊東区楠町六丁目
一、設立認可　昭和十九年一月十八日
一、建物坪数　学校　鉄筋四階建　延二、一八七坪
　　附属医院　鉄筋及木造建　延七、九一三坪
一、学　年　四学年
一、生　徒　定員　六四〇人　一学年  一六〇人
一、本年度志願者　五三二四人
一、入学者　一四五人
一、職　員
　　学校長 小川瑳五郎
　　教　授

内科血行器学物理療法学 大高　　誠
修練訓育軍陣医学教務課長 分玉　　巽
産科婦人科学 村上　　清
内科呼吸科学臨床病理学 中院　孝円
内科新陳代謝学臨床医化学 竹田　正次
解剖学生理学生物学 勝　　義孝
細菌微生物学 田部井　和
道義人文生徒課長
生徒主事兼教授  真川伊佐雄

外科学 石川　善衛
内科胃腸科学栄養学 寺水　重樹

　　講　師
国民衛生医事法制国民体力　 赤松秋太郎
組織学解剖学　 島田吉三郎
医化学　 松島　周蔵
独逸語学　 橋寺　太郎
解剖学　 武田　　創
物象数学生理学　 岡田　徳一
修練　 高田　八郎
薬理学　 中沢与四郎
組織学　 藤田　武夫
衛生学　 六鹿　鶴雄
病理学　 福谷　　温
航空医学 高田　　蒔
小児科学 鈴木　　
耳鼻咽喉科学 中村良太郎
外科学 藤田　　登
歯科口腔学 前田　次郎
小児科学修練 船木　宗幸



助教授
解剖学 片岡　　登
生理学 大木　　佐
医科学 槙村　博介
助　手
医化学 村松すみ子
配属将校
陸軍大佐 徳岡政之介
武道嘱託
剣道達士六段 崎本　武士
柔道教士六段 時実　克巳
事務長（兼） 松島　民蔵
書記兼助教授 近藤　　保
書　記 西垣　藤一
同 丹原　彰雄

とあり、つぎに生徒氏名－として赤沢淳平君以下145
名の名前、本籍、出身校が載っています。１学年は
４組にわかれていましたが、時局に迎合したという
のでしょうか、第１学年とは呼ばずに第１中隊と称
え、１組から４組までを第１小隊、第２小隊、第３
小隊、第４小隊と呼んでいました。従ってこの学校
概覧に第１中隊、第１小隊…というぐあいに印刷さ
れています。また副校長格である分玉巽先生は陸
軍々医少将でしたし、少なくとも表向きは本学はミ
リタリズムの厚い衣を着て発足したのでした。

講義開始
　入学式も無事終り、愈々講義が順調に開始されま
したと書きたいところなのですが、イの一番の講義
はそう簡単には始まりませんでした。と申しますの
は入学式を４月20日迄遅らせても未だ講堂もろくに
出来ておらず（とうとう終戦迄完全なものが出来ず
じまいでしたが）講義の準備も恐らくなかなか間に
合わなかったのだと思います。然し入学式が終った
のですから翌日からは学生一同は規則通り８時半に
は登校致しました。こういう訳で５月の始め頃迄は
戦時下でありそうやたらと休講にする訳にも行かず、
学校当局は何とか時間の穴埋めをせねばならなかっ
たのだと思います。
　４月21日（金）は８時半校庭－現在の基礎学舎の
芝生の植っている中庭－当時はアスファルトが敷い
てありました－に集合、直ちに湊川神社に正式参拝
を行いました。正式参拝とは学生は、いや当時は専
門学校でしたから正しくは生徒と呼ぶのでしょうが
制帽のうち正式の方即ち角帽を冠り、教官は国民服

に身を浄め、神主さんが出て来てお祓いをし、玉串
を代表が奉奠したように憶えています。そのときは
副校長格の分玉巽先生（故）－当時は分玉閣下と呼
ぶようにいわれていました－は陸軍々医少将でした
ので金ピカ服にやたらと勲章や従軍徽章やらをつけ
て来られていました。神社参拝の後、湊川神社の歴
史を宮司から聞いたりなどしましても、学校から目
と鼻のさきにある楠公さん迄行ってそう時間が潰せ
るものでもありませず、11時には学校へ一同戻り昼
食となりました。午後は１時から附属病院見学とい
うことで唯やたらと病院の廊下を歩かされた後、今
日はこれでおしまいということに相なりました。
　翌４月22日（土）は昨日より30分遅くなって９時
始まり。学校へ行ってみると、先ず中学校なみに朝
礼で、生徒主事の真川伊佐雄氏の号令で始まりまし
た。それが済むと今日は海洋気象台へ見学に行くと
の事です。松島周蔵教授引率のもとに生徒一同ぞろ
ぞろと中山手の高台迄歩いて行きました。気象学に
関する予備知識がない上に気象台に別に興味がある
訳でなく、一同気象台のドームのある屋上へ上って
ワイワイガヤガヤ日向ぼっこを決めこんでいました
ところ松島先生に一喝くらってしまいました。これ
が本学での一番最初に教官が学生を叱った記録だと
思います。一同叱られたせいでもないと思いますが
土曜だというのに午後は学校へ帰って教室の掃除を
させられ、逃げて帰る程スレてもおらず、唯ブウブ
ウ言い乍ら、兎も角、箒やバケツを動かしました。
　翌月曜日４月24日からはボツボツ講義らしいもの
が始り出しました。
　その講義内容は学則によりますと次のようになっ
ています。

１学年 １学期 ２学期 ３学期
修　身 １ １ １
外国語 ４ ３ ３
数学及物理学 ４ － －
生物学 ２ １ －
解剖学 10 ８ ５
組織学 ４ ４ ３
生理学 ２ ８ ８
細菌学 ２ ３ ４

（第２学年に続く）
化学及医化学 ６ ６ ６
病理学 － － ４
保健医学及衛生行政 － １ １

（数字は毎週授業時数を示す）

　以下次号につづく。



　私が姫路工大の医進課程に入学したのは昭和27年
で、戦後の学制動乱がひとまず落ち着きをとり戻し
はじめた頃でした。旧制神戸医大は27年に新制大学
に、姫路工大は24年に高専から新制大学になってい
ました。文部省は24年に医学部の入学資格を大学２
年修了者で科目および単位が規定された要件を満た
すものとして、医学部進学課程の名称で２年間の大
学の設置を認めました。神戸医大は姫路工大にこの
大学予科教育を委嘱したわけです。
　この年に同期で姫路工大の医進課程に入学したの
は20名で、詰襟の学生服に角帽姿、校舎は明治期に
師範学校として建てられた木造２階建て、板壁に窓
は上下開きで廊下は油引きの格調？のある建物でし
た。教科は英語、国文学などの一部を除くと、独語、
哲学、倫理学、心理学、法学、経済学、社会学、統
計学などの人文、社会科学はみな新鮮で、生物、物
理、化学などの自然科学は実験内容が充実しており、
旧制高校の一般教養を彷彿とさせるものでした。中
でも２年次の夏に赤穂市坂越で、約１週間泊まり込
みで湾内の生島を中心に行った自然研究は、医学部
卒業後の研究生活のスタートにふさわしい貴重な体
験でした。
　医進課程の一般教養には体育もありました。私は
生来運動神経が鈍いのです。保健衛生の座学には出
席しましたが、体育実技の内容は殆どがバレーボー
ルなど。私のようなレシーブをうまく出来ない者に
は苦痛の時間でした。大学は学問の場ではないのか
と屁理屈も言いたくなり、体育実技の時間はよくさ
ぼりました。それが後に難題を提起するとは夢想だ
にしておりませんでした。それは２年間の医進課程
の終わりに近い１月末頃でした。体育教官室に呼び
出されて出席時間の不足と「体育実技は必修科目だ
から、この単位がとれないと留年になる」と宣告さ
れました。（現在は選択科目になっているようですが、
当時は必修でした）。私がうかつにも必修なのを忘
れていた自業自得ですが、これで留年になるのはあ
まりにも残酷な仕打ちです。一息つぐ時間をおいて
から、体育主任教授が「２月下旬に神鍋でスキー合

宿がある。それに１日出席したら必修の２単位を認
めよう」。窮していたところに救いの道がひらけまし
た。親友に相談すると彼もスキーははじめてでした
が快く神鍋行きを承諾してくれて、２人で重い足取
りで合宿に参加。ところが半日で何とか滑れるよう
になると俄然スキーが面白くなり、医学部では信州
のスキー場へも遠出するまでになりました。今では
スキー合宿のチャンスを与えて下さった体育主任教
授に感謝です。
　その頃、医学部の入学資格は高校を卒業すると医
科大学の予科を受験して入学し、２年後に新制大学
の医学部を受験します。実際は大学予科の入試に
よって既に学生は選抜されていますので、医学部へ
は無条件か内部試験で合格させる６年連続教育が多
くの医科大学で行われていました。一方、旧帝大な
どでは理学部に医学部受験コースである２年制の大
学を設けました。しかしこの制度では医学部受験に
失敗したいわゆる医学部浪人が理学部内にたまり、
問題になりました。そこで文部省は医学部進学課程
の名称で２年間の大学の設置を認め、この改正の結
果進学課程修了者は自動的に４年制専門課程へ進級
できることになりました。30年頃だったでしょうか。
　私が姫路工大医進課程を修了した29年は、神戸医
大に無条件では入学出来ませんでした。神戸医大の
入学試験があり、受験生は試験当日基礎学舎の中庭
に集合し、正路学長が兵庫農大、姫路工大の医進課
程修了者であっても特別扱いはせず、他大学で理系
の教養課程を修了した入学希望者と同等の扱いをす
ると説明。京大、阪大、神大、大阪府大などから約
20名が同期生に加わりました。その一方で姫路工大
医進課程の20名の中、２名が不許可になりました。
　教育制度にベストはありません。新たな問題が生
じる度に手直しを加えた試行錯誤の末の産物です。
私が体験した姫路工大医進課程でも矛盾を感じるこ
とはありましたが、青春の多感な時期に相応しいリベ
ラルアーツ教育とゆとりの時間で人間性を涵養され、
無二の親友にも巡り会えた有意義な２年間でした。
（編集の都合で掲載が遅くなりました：編集委員会註）

吉　田　　　浩（昭和33年卒）

姫路工大「医学進学課程」の思い出



　名簿の発行時期も近づいてきましたが、NHKからの問い合わせで医学分館図書館に昭和24年卒のアルバ
ムが保管されていることが判明しました。近く取材にみえるようです。ただ、25年卒のアルバムと併せて神
緑会が保管してしていました。神緑会なり、図書館保管の経緯は解りませんが、24年卒のアルバムでは、卒
業生が作成し、正路学長に贈ったものであることが判明しました。

昭和24年医学専門学校卒業生アルバム

１．正路学長が卒業生に贈った書

３．小川医学専門学校長２．正路医科大学学長

４．卒業生記念写真

　なお、26年卒のアルバムが神緑会にはありませんので、寄贈いただければ、神緑会で保管します。
　巻末の「医学専門学校、県立医大から神戸大学医学部へ―　原稿募集」をご覧下さい。

編集委員会



神緑会美術展開催のご案内

神緑会事務局
　かねてから、37年卒藤谷先
生から、美術展の開催につい
ての提案がありました。その
一部で「平成18年から22年ま
でに展覧会に出品された先生
の中で神戸大関係の先生を調
べた結果、19名の先生がおら
れました」と記されていまし
た。「セッティングは大変と
存じますが、一度始めると名
のり出られる方が出てこられ
るのではないでしょうか」と
も書かれていました。
　前田会長が藤谷先生や宮地
先生の出展される展覧会を見
学し、神緑会としての開催を考えてきましたので、平成29年10月28日ホームカミングデイの開催と併せて、
医学部内での開催とします。準備をこれから始めますので具体的な案や運営はこれからですが、藤谷委員長
の下で盛大に開催されることを期待します。

石峰寺三重塔（F15　油彩）
藤谷哲造（昭和37年卒）

運河のある街
2014年夏、アムステルダムにて
宮地千尋（昭和54年卒）



第３回　山陰支部総会に出席して支部だよ
り

　支部活動と本部（理事会等）とが連結しての自由
な活動が行えることになったのは、平成23年度から
です。それまでの公益法人とは名ばかりで特に免
税等の特典を有しなかった。神緑会にとっては格
式としての意義だけで窮屈な運営を強いられてい
た。
　一般社団法人となり、定款にも支部名を記入し、
本支部活動の一層の連携を強める契機として山陰
支部が位置づけられています。平成29年４月15日
（土）の総会に出席したのは、新ルールによる名誉
会員の承認３名のうち２名が同支部であり、杉本島
根大学医学部内科学教授、武中鳥取大学医学部泌尿
器科教授が該当しました。同日、ご出席いただき、
直接認証状をお渡ししました。神戸大学では、准教
授であり、かつ長い期間神戸大学卒者と同様に教
育、研究、診療にご貢献されました。
　出席者で岡空会員の診療所は、100年の歴史をも
つ事のまとめの出版物をいただきました。大変興
味を持ちました。
　島根大学医学部には、木下消化器内科教授をはじ
め、放射線治療学の猪股教授、放射線講座の北垣教
授、救急医療学の仁科教授と多分神戸大を除くと最
多の神緑会員教授がおられます。獨協医大でも最

大７名の神緑会員教授がおられましたが…。
　評判の良い、あるいは力のある教授がおられると
必然的に次なる神緑会員教授が誕生しやすいので、
皆さんのご協力をお願いします。

神緑会会長　前　田　　　盛（昭和46年卒）

集合写真

写真１　名誉会員賞状授与　杉本利嗣教授

写真２　名誉会員賞状授与　武中　篤教授
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  編集後記
　「卒業と入学」をテーマとした年中行事に５年生の白衣授
与式が加わって、充実した内容となりました。学生・卒業
生の協力もえられやすくなり、感謝です。
　更に記念事業に関連し、昭和19年の兵庫県立医学専門学
校が主要テーマになってきました。
　50年史を基本に更に充実した内容にできる最後の機会と
して、皆さんが原稿をお寄せ下さい。ニュースレター、学
術誌への掲載、最後は平成31年4月の記念誌として取りまと
めます。
 編集委員会

75・150周年募金への新たな展開
　１年半に及ぶ活動でも予定金額ははるかかなたの様相です。ただ、法人では寄付が損金扱いされることが
判明しました。１人法人等が認められた事は武見体制下の大いなる成果だったと思います。これまでの発想
は勤務医の考え方で、免税の範囲が狭いものでした。母校の発展に向けた記念事業へのご協力をお願いしま
す。
　50周年記念事業では、会員の約50％以上の協力で神緑会館が建設されました。
　寄付者名と金額の公表に向けて、検討を始めました。全国の医科大学・大学医学部の例を参考にするとこ
れらの公表は、行われております。又神戸大学でも、60周年記念事業として行われた記録は、医学部事務棟
地下一階エレベーターホールの銅板で公表されています。同様に、昨年度から学長による招待の会が大学本
部で実施されています。残り２年という期限は、深刻でもありますので、ご協力お願いします。神緑会理事
会及び医学部ワーキンググループは、より一層の活動に取り組みます。

学部長・病院長と身近な交流を―
　大阪神緑会と、西部合同神緑会支部会（加古川支部を中心、明石と姫路支部の三支部合同）を開催し、神
戸大学医学部の両トップが大学や病院のおかれている現状を説明します。大阪神緑会10月21日（土）、西部
合同支部会は11月30日（木）に多くの人が参加できる場所で行います。
　全く初めての活動ですので、ふるって参加下さい。

医学専門学校、県立医大から神戸大学医学部へ―　原稿募集

１）医学専門学校
昭和24～26年卒業の皆様
26年卒業アルバムのご提供お願い（24、25は神緑会保管）
学生生活の記録、徳島医専（昭和20年８月４日の空襲により全焼した）からの移動など

２）県立医大初期の苦難など
１～12回生近くまで
学業継続の困難など
７年間、９年間の学業や教養課程を他で終えて入学した人
教養課程を終えた人に受験資格あり、４年間の専門課程など
以下の号を含めて掲載し、最終的には平成31年4月に記念誌としてまとめる


